
ま
で
考
え
て
く
れ
る
母
に
、

い
っ
ぱ
い
で
す
。

私
は
、
今
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
へ
入
っ
て
、

毎
日
毎
日
、
遅
く
ま
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
た
さ
で

ま
だ
、
将
来
の
こ
と
は
分
り
ま
せ
ん
が
、
母

の
苦
労
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
な
立
派
な
人

間
に
な
っ
て
、
少
し
で
も
、
母
に
、
楽
を
さ

せ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
七
月
〕

マ
神
奈
川
県
漁
船
海
難
遺
児
を

励
ま
す
協
議
会
（
以
下
協
議
会
略
）

マ
沖

縄
県
マ
静
岡
県

〔
八
月
〕

マ
熊
本
県
マ
静
岡
県
マ
京

都
府

〔
九
月
〕

マ
京
都
府
マ
三
重
県
（
岡
田

パ
ッ
ケ
ー
ジ
K
－

K
岡
田
晃
一二）

マ
広

島
県

二
、
一
般
寄
附
者

〔
七
月
〕

マ
大
島
み
ぎ
わ
マ
中
央
魚
類

K
－

K
社
長

片

桐

栄

七

マ

荒

美

帆

〔
八
月
〕

マ
参
議
院
議
員
檎
垣
徳
太
郎
募

金
箱
マ
海
洋
画
家
佐
藤
幹
児
（
第
二
回

チ
ャ
リ
テ
ィ

l
展
）

マ

鶴
見
輸
送
K
－

K
鶴
宏
丸

・
東
京
港
区

（全
日
海
経
由
）

マ
埼
玉
県
埼
水
仲
卸
人
組
合

〔
九
月
〕

マ
吉
岡
孝
則

（全
日
海
千
葉
支

部
経
由
）
マ
三
菱
信
託
銀
行

…
『募
金
・
寄
附
金
』
お
礼

一
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昭
和
五
十
二
年
七
月
か
ら
九
月
ま
で
に
御

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
漁
協
系
統
募
金
及
び

一
般
寄
附
金
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
こ
こ

に
御
芳
名
を
掲
げ
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

※

実

績

（四
月
1
九
月
）

一
、
漁
協
系
統
募
金

五、

一
七
七
、

一
般
寄
附
金

一
山
、
七
九
五
、

一
九
、
九
七
二
、

第

円
、
ゆ
え
つ
づ
け
る
学
校
教
育
費
負
担

U

昭和52年11月1日

内

山
口
県
萩
市

越
ヶ
浜
中
学
一
年

文
部
省
は
、
「
父
兄
が
支
出
し
た
教
育
費
」

に
つ
い
て
の
四
十
九
年
度
と
五

0
年
度
の
調

査
結
果
と
、
五
十
二
年
の
「
学
校
給
食
費
調

査
」
の
結
果
を
相
次
い
で
公
表
し
ま
し
た
。

こ
の
資
料
に
よ
り
簡
単
に
そ
れ
ぞ
れ
の
動
向

を
紹
介
し
ま
す
。

二
六
倍
に
達
し
て
お
り、

全
日
制
高
校
の

山
五
・
五
%
の
増
加
に
比
べ
て
著
し
く
大
き

い
こ
と
が
お
わ
か
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
各
年
度
を
対
前
年
度
と
対
比
し
て

み
ま
す
と
、
年
々
の
増
加
率
は
四
十
九
年
度
、

瓦
0
年
度
が
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
上
昇
し
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
こ
れ
を
国
民

一
人
当
た
り

個
人
消
費
支
出
の
上
昇
率
と
比
較
し
て
み
ま

す
と
、
四
十
九
年
度
ま
で
は
各
学
校
と
も
個

人
消
費
支
出
の
伸
び
率
を
下
回
っ
て
い
ま
し

た
が
、
五

0
年
度
で
は
、
小

・
中
学
校
の
伸

び
率
が
個
人
消
費
支
出
の
そ
れ
を
上
回
っ
て

お
り
ま
す
。

な
お
、
小
学
校
の
教
育
費
の
内
訳
け
は
、

給
食
費
の
占
め
る
割
合
が
最
も
高
く
、
全
支

出
額
の
三
七
・

二
%
（
五

0
年
度
）
を
占
め
、

中
学
校
で
は
、
教
科
学
習
賛
の
占
め
る
割
合

が
最
も
高
く
、
次
い
で
、
給
食
費
、
通
学
費

の
順
で
、
五

O
年
の
給
食
費
は
二
二
%
を
占

め
て
お
り
ま
す
。
全
日
制
高
校
を
み
ま
す
と
、

最
も
高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
の
は
通
学
費

で
、
五

O
年
で
は
こ
れ
が
二
六
・
六
%
を
占

め
て
お
り
ま
す
。

0
0
0円

阿

部

嘉
良
子

一
九
八
円

一
九
八
円

合
計

私
の
父
は
、
九
年
前
、
私
達
の
暮
し
を
立

て
る
為
に
、
海
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
父
の

死
後
二
週
間
後
に
弟
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
母
と
、
祖
母
は
、
四
オ
の
私

を
は
じ
め
、
妹
と
、
弟
を
育
て
る
の
に
大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

小
学
校
の
低
学
年
の
時
に
は
、
友
達
が
、

父
親
の
話
を
し
て
い
る
の
を
、
と
て
も
う
ら

や
ま
し
い
と
思
っ
た
事
は
あ
り
ま
す
が
、
経

済
的
に
、
父
が
、
い
な
い
と
い
う
事
を
感
じ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
別
に
気
に
も
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
私
達
が
、
父
が
い
な
い
と

い
う
事
で
、
ふ
び
ん
な
思
い
を
し
な
い
よ
う

に
、
両
親
の
い
る
家
庭
と
、
同
じ
よ
う
に
し

て
い
く
の
は
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
お
き
し
み
が
嫌
い
な
の
で
、

う
と
す
る
と
、

「
お
父
さ
ん
は
、
こ
の
魚
を
取
る
の
に
、

命
を
亡
く
し
た
の
に
、
好
き
鎌
い
の
、
ぜ

い
た
く
を
い
う
も
の
で
は
な
い
心

と
、
い
つ
も
母
に
お
こ
ら
れ
ま
す
。

私
達
の
た
め
に
、
働
き
な
が
ら
死
ん
で
い

っ
た
父
を
、
私
は
と
て
も
尊
敬
し
て
い
ま

す。
母
は
、
私
に
「
自
分
の
将
来
は
、
自
分
で

決
め
な
さ
い
」
と
、
い
い
ま
す
。
お
父
さ
ん

が
い
な
い
か
ら
、
大
学
へ
行
く
の
は
や
め
る

と
い
う
事
は
な
い
よ
う
に
私
が
、
高
校
を
卒

業
す
る
時
に
、
保
険
の
お
金
が
、
お
り
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
私
は
、

残
そ

※
御
芳
名
（
敬
称
略
）

：
漁
協
系
統
募
金

（系
統
扱
い
寄
附
金

含
む
。）

一
、
父
兄
が
支
出
し
た
学
校
教
育
費

の
概
要

保
護
者
が
子
供
の
学
校
教
育
の
た
め
に
年

間
に
支
出
し
た
児
童

・
生
徒

一
人
当
た
り
の

学
校
教
育
費
は
、
瓦

0
年
度
で
み
ま
す
と
、

小
学
校
五
八
、

二一二
九
円
、
中
学
校
七
九
、

九
六
五
円
、
全
日
制
高
校

一
O
O
、
二
六
二

円
で
し
た
（
小
・
・
中
学
校
教
育
費
に
は
、
学

校
給
食
費
を
含
む
。）。

こ
の
額
は
、
本
会
が
設
立
さ
れ
た
昭
和
四

十
五
年
を
基
準
に
し
て
み
ま
す
と
、
こ
の
五

年
間
に
小
学
校
は
二
・
一
九
倍
、
中
学
校
二
・

よだ

『
海
難
遺
児
育
英
募
金
』

埼
水
仲
卸
人
組
合

~ 
~ 

埼
玉
県
大
宮
市
に
あ
る
埼
玉
県
却
売
市
場

の
埼
水
仲
卸
人
組
合
（
高
野
好
次
組
合
長
）

が
主
催
す
る
「
魚
が
し
納
涼
の
夕
べ
」
が
、

去
る
八
月
六
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
夕
べ
は
、
昨
年
に
続
き
二
回
目
の
催

し
で
、
昨
年
の
好
評
に
こ
た
え
、

今
年
は
青

果
市
場
や
地
元
の
吉
野
町
自
治
会
、
日
刊
食

料
新
聞
社
な
ど
も
後
援
と
な
り
、
盛
大
に
行

わ
れ
た
よ
う
で
す
。

当
日
の
催
し
も
の
は
、
開
設
者
、
卸
売
会

社
及
び
関
連
店
舗
の
協
賛
に
ふ
さ
わ
し
く
、

仲
卸
組
合
の
鮮
魚
部
、
大
物
部
、
塩
干

・
冷

凍
部
、
合
物
・
煉
部
と
出
店
者
会
の
そ
れ
ぞ

れ
が
縁
日
店
二
十
二
店
を
出
し
、
ま
た
、
素

人
の
ど
自
慢
大
会
な
ど
市
場
の
活
気
を
移
し

た
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
催
し
は
、
漁
船
海
難
遺
児
育
英
募
金

事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、

組
合
発
行
の

縁
日
店
利
用
券
に
よ
る
収
益
の

一
部
を
寄
附

す
る
こ
と
で
企
画
さ
れ
、
高
野
組
合
長
ら
関

係
者
が
、
八
月
三
十
日
農
林
大
臣
室
に
鈴
木

善
幸
本
会
理
事
長
を
訪
ね
「
漁
船
海
難
遺
児

へ
の
寄
附
は
、
生
産
者
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ

の
感
謝
の
気
持
ち
で
す
己
と
の
べ
、
寄
附
金

が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
同
組
合
か
ら
は
、
昨
年

も
多
額
の
御
寄
附
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

基
金
造
成
中
の
本
会
に
と
り
、
本
当
に
有
難

い
こ
と
で
す
。

英

そ
こ

育

向
が
み
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
調
査
で
は
、
ら
に
、
不
安
定
な
雇
用
関
係
に
お
か
れ
て
い

の
傾
向
が
は
っ
き
り
出
て
お
り
ま
す
。
そ
し
る
人
が
多
い
こ
と
も
問
題
で
す
。

て
総
所
得
も
低
く
、
年
金
比
率
も
低
い
船
員
ま
た
、
身
近
か
に
働
く
場
が
な
く
て
固
ま

保
険
世
帯
以
外
の
世
帯
に
よ
り
問
題
が
あ
る
っ
て
お
ら
れ
る
母
親
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
み
て
き
ま
す
さ
ら
に
、

二
O
O
カ
イ
リ
問
題
が
最
も
身
近

と
、
現
状
の
年
金
比
率
の
問
題
は
、
そ
の
ま
か
な
働
き
場
で
あ
る
水
産
加
工
業
等
に
も
影
文
部
省
は
、
前
述
の
調
査
と
は
別
に
毎
年

ま
、
く
ら
し
の
苦
し
き
を
示
し
て
い
る
と
も
響
を
与
、
え
つ
つ
み
る
の
が
現
状
で
す
。

五

月
現
在
の
学
校
給
食
費
の
調
査
を
行
っ
て

い
え
ま
す
。
公
的
年
金
が
遺
族
の
く
ら
し
を
社
会
保
障
の
充
実
と
、
働
か
な
け
れ
ば
な
お
り
、
本
年
の
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。
こ

満
し
う
る
水
準
に
達
し
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
ら
な
い
母
親
の
職
場
を
安
定
的
に
確
保
で
き
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
保
護
者
の
負
担
額
は
全

年
金
比
率
の
高
き
が
、
福
祉
国
家
と
し
て
の
る
施
策
を
切
望
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
そ
じ
て
、
国
平
均
月
額
で
は
、
小
学
校
低
学
年
二
、
四

指
標
に
な
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

家
族
全
員
が
健
康
に
留
意
し
た
く
ら
し
を
さ
四
六
円
、
同
高
学
年
二
、
四
六
七
円
、
中
学

現
状
の
社
会
保
障
水
準
の
も
と
で
は
、
平
れ
る
こ
と
が
よ
り
大
切
で
す
。
今
回
の
調
査
校
二
、
八
五
三
円
で
す
。

均
三

・
七
人
の
家
族
の
く
ら
し
の
全
責
任
を
で
は
、
現
在
働
い
て
お
ら
れ
な
い
七
二
人
の
前
年
同
期
に
比
べ
た
上
昇
率
は
、
本
年
は

担
う
母
親
の
ほ
と
ん
ど
が
外
へ
出
て
働
く
か
、
母
親
の
う
ち
、
働
き
た
く
て
も
休
が
弱
い
、
そ
れ
ぞ
れ
六

%
に
と
ど
ま
り
、
前
年
の
上
昇

内
職
を
す
る
か
し
て
懸
命
に
働
か
ざ
る
を
、
ぇ
働
い
て
い
た
が
健
康
を
害
し
て
や
め
た
方
が
率
約

一
二
%
の
半
分
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、

な
い
。
し
か
も
、
そ
の
所
得
は
、

最

も

条

件

七

六

%

も

お

ら

れ

ま

す

。

こ

れ

を

四

十

七

年

五

月

（

調

査

方

法

の

変
更

の

よ

い

月

給

制

の

も

と

で

平

均

月

額

は

七

・

で

四

十

五

年

か

ら

は

と

れ

な

い

。）

と
比
べ
て

五
万
円
、

こ

れ

以

外

の

者

で

は

普

通

の

月

で

み

ま

す

と

、

小

学

校

、

中

学
校
と
も
こ
の
五

み
る
と
四

・
五
万
円
と
い
う
水
準
で
す
。
き

年

間

に

二
倍
強
も
上
昇
し
て
お
り
ま
す
。

一
家
の
大
黒
柱
を
亡
く
し
た
海
難
遺
族
の

く
ら
し
に
と
り
、
遺
族
年
金
等
公
的
年
金
が

大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

保
険
に
よ
っ
て
そ
の
支
え
る
力
に
格
差
が
あ

る
こ
と
も
、
前
回
ふ
れ
た
と
お
り

で
す
。

二
、
上
昇
す
る
学
校
給
食
費

漁業と社会保障（2!

く
ら
し
を
支
え
る
遺
族
世
帯
の

月
額
総
所
得
の
中
で
、
公
的
年
金

が
占
め
る
比
率
を
年
金
比
率
と
い

い
ま
す
が
、
こ
の
比
率
の
大
き
き

は、

二
つ
の
条
件
に
左
右
さ
れ
ま

す
。
そ
の
一
つ
は
、
世
帯
員
が
働

い
て
取
得
す
る
賃
金
所
得
や
そ
の

他
の
収
入
等
の
大
き
さ
で
、
も
う

一
つ
は
、
年
金
額
の
大
き
き
に
よ

っ
て
、
こ
の
年
金
比
率
は
違
っ
て
き
ま
す
。

現
状
の
年
金
制
度
と
遺
族
世
帯
の
所
得
水

準
の
も
と
で
は
、
世
帯
員
所
得
等
の
水
準
の

低
い
世
幣
ほ
ど
年
金
比
率
が
高
い
と
い
う
傾

右
高
野
組
合
長

左
鈴
木
理
事
長

(1) 

（事
務
局

手
島
）

（
写
真
提
供

1
日
刊
食
料
新
聞
社
）



( 2) 

神
奈
川
県
の
一
母
よ
り

送
っ
て
い
た
だ
く
学
資
金
は
、

小
学
校
の

一
f
に
は
中
学
進
学
の
準
備
に
、
中
学
校
の
子

一
に
は
高
校
進
学
の
支
度
に
あ
て
る
よ
う
心
が

一
け
て
お
り
ま
す
。

官

小

さ

い
子
供
を
か
か
え
、
働
か
な
く
て
は

｝
な
ら
な

い
私
達
母
親
の
た
め
に
、
就
職
相
談

叩
な
ど
、
相
談
に
の
っ

て
下
さ
る
と
こ
ろ
が
ほ

叫
し
い
‘
，
十
い
い
は
中
学
に
、
高
校
へ
と
進
学
し

明
て
行
き
ま
す
。
仕
事
を
探
し
な
が
ら
不
安
な

予）
日
々
で
す

f

麗謹IIJ
戸く
ら
し
の
た
め
に
、
働
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
多
く
の
母
親
か
ら
の
声
で
も
あ
る
。
）

よ

年
金
加
給
金
の
改
善
を

fゴ

多
く
の
母
よ
り

A
S
A
 

私
の
次
回
力
は

こ
の
春
高
校
三
年
生
に
な

英

( II（｛和52可9JJ末現在）
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4 I 2 I 4 I 10 

3 I I 一I 3 
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1 I 一I I 1 
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三 都道府県別奨学生数 三

4 

1 

4 

1 

り
ま
す
（
満

一
八
オ
）
。
と
こ
ろ
が
四
月

一

日
生
れ
の
た
め
、
遺
族
年
金
の
加
給
金
が
も

ら
え
な
く
な
り
ま
し
た
。」一
年
生
が
丸
々

一

年
も
あ
り
ま
す
。
せ
め
て
高
校
在
学
中
だ
け

は
援
助
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、
私
ど
も
遺
族

に
と
り
、
ど
ん
な
に
助
か
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

是
非
お
願
い
し
ま
す
。

（
こ
の
、
船
員
保
険
遺
族
年
金
の
加
給
金

に
関
す
る
意
見
と
、
遺
族
年
金
と
母
千
年
金

が
併
給
さ
れ
る
場
合
、
母
子
年
金
が
一一
一
分
の

一
カ
ッ
ト
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と

い
う
意
見
及
び
母
子
年
金
も
給
付
を
満

一
八

オ
に
だ
っ
し
て
も
、
卒
業
す
る
ま
で
給
付
を

願
う
母
の
切
実
な
声
が
多
い
。）

は
ば
た
く
子
供
ら

栃
木
県

一
母
よ
り

死
ん
で
は
な
ら
な
い
、
子
供
を
大
き
く
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
精
神
力
で
、
苦
し
い
家

計
の
や
り
く
り
も
も
の
と
も
せ
ず
生
き
て
き

ま
し
た
。
十

一
年
目
頃
か
ら
子
供
が
働
く
よ

う
に
な
る
・：
：
と
の
希
望
に
、
あ
と
ひ
と
息

と
い
う
希
望
が
私
ど
も
を
支
、
え
て
く
れ
ま
し

た
。私

の
夫
の
死
亡
当
時
は
、
来
組
員
の
一
悩
祉

問
題
な
ど
全
く
考
、
手
り
れ
ず
、
遺
族
年
金
の

算
定
の
基
礎
と
な
っ
た
標
準
報
酬
な
ど
も
、

実
際
よ
り
全
く
低
く
、
泣
族
の
生
活
は
不
安

定
な
も
の
で
し
た
。
た
だ
生
き
て
い
る
こ
と

が
あ
た
り
ま
、
え
の
こ
と
と
し
て
生
活
を
す
る

人
た
ち
に
比
べ
、
死
ん
で
は
な
ら
な
い
、
生

き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
積
極
的
に
生
さ
る

こ
と
に
当
面
し
た
私
ど
も
の
過
去

一
O
余
年

の
生
活
は
、
貴
重
な
体
験
と
も
る
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
と
い
う
簡
単
な
言
葉
の
陰
に
、
幾
多
の

切
な
さ
、
苦
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

子
供
た
ち
－二
人
は
、
日
本
育
英
会
の
特
別

奨
学
生
と
し
て
、
ま
た
、

二
人
の
娘
は
海
難

遺
児
育
英
金
の
併
給
を
う
け
、
教
育
を
‘
つ
け

る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
捌
こ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。

3 

3 

17 

4 

末
娘
を
高
校
を
卒
業
さ
せ
た
現
在
の
心
境

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
夫
の
死
後

一
O
年
は
本
当
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

5 

2 

2 

3 

3 

8 

2 

4 

3 2 

2 

3 

4 

2 

5 

2 
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3
E一日
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一鈎
一切
一ロ
一9
一山
一ロ
一
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2
一一一
時
三

m
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一
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ザ資給与奨学生 ｜奨学金
I I合

小沌｜中学侠｜小 計 ｜貰与奨学生

162 221 I 3s3 I s2 

101 102 I 203 I 43 

76 I 96 I 112 I 4s 

s4 I 88 I 142 I 20 

2 I 6 I 8 I 1 

28 I 26 I s4 I 18 

32 I 42 I 14 I 16 

10 I 24 I 34 I 1 

37 I 15 I 52 I 5 

6 I 5 I 11 • 
6 I 12 I 18 

23 I 36 I 59 

14 I 12 I 26 

191 171 36 

3 I 5 I 8 

16 I 21 I 43 

12 I 15 I 21 

16 I 23 I 39 

-I 一｜

13 

7 

17 

23 

45 

11 

11 

18 

31 

18 
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二
8
一7
一6
一8
一3
一凶
一5
一日

2
ご一
時
一5
一8
一9
一2
一3
一n
一叩
一日
一日
一ロ
一2

お
一3
一4
一4
一η

－
一8
一

3
一白
石
一m一6
一ω一n
一幻
一お
一位
一ぬ
一一一
時
一一一

m
一お一ロ
一ま

一2
一川

二
3

－n一ロ一
一日
一問一
2
一4
一HH
一日
一時
一見
一泊
一幻

8
て一
山
一時
一5
一凶
一お

8 

107 

10 

7 

18 

27 

2 

1,006 

第

北海道

青森

岩手

宮城

秋 出

山形

福島

茨城

千 葉

東京

神 話寺 川

新潟

富山

石川

福 井

静岡

愛知

三 ！li:
滋賀

京都

大阪

兵庫

和歌 山

鳥取

島根

岡山

広島

山口

香川

徳島

愛媛

高知

街岡

福岡県有明海

佐ti県玄海

佐賀県有明海

長崎

大分

熊本

宮崎

鹿児島

沖縄

合計

名県

了

統

通

信

一

i
i
i
！
i
！
i遺

児
育
英
事
業

事
務
担
当
者
会
議
の
概
要
報
告

さ
る
八
月
二
十
四
日
、
コ

l
プ
ビ

ル
会
議

室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
県
漁
連
・
信
漁
連

の
担
当
者
多
数
の
参
集
を
い
た
だ
き
、

人
工
漁

連
浜
崎
参
事
司
会
に
よ
り
終
始
熱
心
な
討
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
要
約
し
て

報
合
し
ま
す
。

二
時
十
資
給
与
全
校
び
奨
学
貸
与
金
の
増
額

に
つ
い
て

ア
、
せ
っ
か
く
の
育
英
事
業
も
、
現
在
の

水
準
で
は
低
い
。
特
に
、
貸
与
事
業
の
不

振
の
原
凶
に
は
、
貸
与
金
が
実
情
に
そ
ぐ

わ
な
い
低
さ
に
あ
る
と
々
、
手
り
れ
る
の
で
、

少
な
く
と
も
月
額
五
千
円
ぐ
ら
い
ま
で
に

は

m額
す
る
必
要
が
あ
る
。

ィ
、
卒
業
水
準
の
ア
ッ
プ
は
、
当
然
育
英

基
金
の
造
成
と
関
連
す
る
。
両
者
を
関
連

さ
せ
た
年
次
計
州
を
作
成
し
、
説
得
力
あ

る
運
動
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

一
一、
第
二
期
系
統
募
合
一
等
今
後
の
募
金
活
動

に
つ
い
て

ア
、
第
二一
期
系
統
募
金
の
有
無
に
つ
い
て

70 
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ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
ペ
こ
れ
を
実

地
す
る
な
ら
ば
、
第
則
・
第
一

一期
の
募

金
目
標
額
を
そ
れ
ぞ
れ
の
県
が
達
成
し
て

か
ら
行
う
べ
き
で
あ
る
。

ィ
、
第
三
期
系
統
募
金
は
、
お
そ
か
れ
早

や
か
れ
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
運
動
が
ま
だ
十
分
末
端
関

係
者
ま
で
浸
透
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
反
省
の
上
に
立
っ

て
今
後
の
取
り
組
み
方
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

例
、
え
ば
、
年
に

一
度
は
社
会
に

訴
え
る
行
事
を
行
う
と
か
、
募
金
箱
を
漁

協
窓
口
に
設
置
す
る
と
か
、
地
味
な
活
動

も
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

－一
、
育
英
事
業
の
魅
力
化
、
そ
の
他
事
項
に

つ
い
て

ア
、
海
難
遺
児
を
励
ま
す
運
動
は
、
有
意

義
な
運
動
で
あ
る
だ
け
に
、
さ
ら
に
充
実

さ
せ
魅
力
あ
る
も
の
に
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
は
、
給
与

・
貸
与
額
の
ア
ッ

プ
や
大
学

・
短
大
等
へ
の
事
業
拡
大
と
と

も
に
、
事
業
の
総
合
性
を
図
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
例
、
え
ば
、
遺
族
に
対
す
る
ケ

l
ス

ワ
l
カ
の
よ
う
な
制
度
、
あ
る

い
は
最
近

一一
、
一一
一
県
で
開
催
さ
れ
た
「
遺
児
を
励
ま

す
集
い
」
等
の
行
事
を
併
せ
行
う
こ
と
も

方
法
で
あ
ろ
う
。

ィ
、
そ
の
他
の
問
題
と
し
て
は
、
給
与

・

貸
与
奨
学
生
出
願
様
式
の
簡
素
化
、
特
に

貸
与
金
の
返
還
に
伴
う
事
務
を
、
こ
れ
以

上
単
協
の
負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
配
慮
し

て
ほ
し
い
等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

大
要
以
上
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
が
、
各

出
席
者
か
ら
真
剣
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
全
国
協
事
務
局
（
全
漁
連
漁

政
部
）
、
育
英
会
事
務
局
か
ら
次
の
よ
う
に

回
答
し
ま
し
た
。

一
、
に
つ
い
て

学
資
給
与
金
及
び
貸
与
金
の
ア
ッ
プ
は
、

早
急
に
実
地
し
た
い
。
し
か
し
、
基
金
造
成

と
の
関
連
が
あ
る
の
で
、
御
指
摘
の
と
お
り

ア
ソ
プ
と
必
要
基
金
の
造
成
目
標
と
の
年
次

や
お
知
ら
せ
板
に
か
え
て

お
変
わ
り
な
く
お
く
ら
し
の

こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
は
、
紙
面
の
つ
ご
う
で
「
お
知
ら
せ

板
一
を
や
め
ま
し
た
の
で
、
次
の
送
金
予
定

計
画
を
作
成
し、

所
定
の
検
討
を
お
願
い
す

る
よ
う
に
し
た
い
。
特
に
、
貸
与
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
希
望
者
が
少
な
く
予
算
を
残

し
て
い
る
現
状
な
の
で
、
な
る
べ
く
早
く
、

ム
千
円
程
度
へ
引
き
上
げ
る
よ
う
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

二
、
に
つ
い
て

募
金
開
始
の
お
く
れ
な
ど
に
よ
り
五
十

一
年
度
中
に
目
標
額
を
満
し
て
い
な
い
県
は
、

極
力
本
年
度
中
に
達
成
す
る
よ
う
お
願
い
し

た
い
。
ま
た
、
第
二
期
募
金
を
述
成
し
た
県

に
お
か
れ
て
は
、
育
英
事
業
の
充
実
、
改
善

の
た
め
第
二一
期
募
金
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
は
、

漁
協
婦
人
部
活
動
を
含
め
た
平
常
の
活
動
の

中
で
、
で
き
う
る
限
リ
の
御
努
力
を
お
願
い

し
た
い
。
中
央
に
お
い
て
も
、
こ

の
間
、
関
連

企
業
へ
の
呼
び
か
け

一
般
募
金
に
努
力
す
る
旦

な
お
、
平
常
活
動
の
た
め
の
募
金
箱
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
第
三
期
募
金
計
画
と
併
せ

検
討
す
る
こ
と
に
し
た

い。

三
、
に
つ
い
て

本
事
業
の
魅
力
化
に

つ
い
て
は
、
給
与

・

貸
与
額
の
ア
ッ
プ
の
ほ
か
、

御
意
見
の
よ
う

な
運
動
方
向
に
指
向
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ

と
で
あ
り
、
育
英
会
設
立
十
周
年
（
五
十
五

年
）
記
念
を
目
標
に
考
、
え
て
行
き
た

い
。

な
お
、
本
育
英
事
業
の
補
完
的
卒
業
と
し

て
、
地
方
独
自
で
実
施
さ
れ
る
学
資
金
等
の

給
与
事
業
は
、
誠
に
結
構
な
こ
と
と
考
え
ら

れ
る
が
、
ま
ず
、
お
願
い
し
た
い
こ
と
は
、

本
育
英
会
設
立
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
公
平

な
る
励
ま
し
運
動
の
基
礎
づ
く
り
に
御
協
力

願
い
た
い
気
持
ち
で
あ
る
。

事
務
の
簡
素
化
に

つ
い
て
は
、
逐
次
努
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
貸
与
事
業
の
事
務

は
、
債
権
管
理
上
こ
れ
以
上
簡
素
化
す
る
こ

と
は
、
今
す
く
に
は
無
理
で
、
実
際
の
返
還

事
務
等
を
進
め
て
み
て
努
力
し
た

い
。
ま
た
、

単
協

へ
の
負
担
は
、
返
還
金
の
代
べ
ん
ま
で

は
考
え
て
お
ら
ず
、
な
る
べ
く
手
数
を
煩
わ

さ
な
い
方
向
で
考
え
て
い

る
こ
と
を
御
了
承

願
い
た
い
。

の
み
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

学
資
給
与
金
、
奨
学
貸
与
金
と
も
十
二
月

初
め
に
、
本
年
度
最
後
の

一
月
か
ら
三
月
分

を
送
金
し
ま
す
。
十
月
に
新
し
く
採
用
の
方

は
、
十
月
か
ら
六
ヵ
月
分
で
す
。
た
だ
し
、
貸

与
築
学
生
の
希
望
者
に
は
～
年
分
送
金
で
す
。↑




